




















































受けられた。ダンカンとの共著になる名著 The American Occupational Structure（１９６７）や、Inequality
and Heterogeneity（１９７６）、J.E.Schwartzとの共著 Crosscutting Social Circles（１９８４）などの著書は、
ブラウ自身が統計的リテラシーがあったればこそ実現した稀有な共同研究であったと思う。
私自身は上に述べたブラウに関するエピソードに出会ったときの新鮮な感動を忘れがたい。そし
て、ブラウが自らの仕事を高め活かすことができたのは、自分の専門外の発想や方法についての、あ
る程度の「リテラシー」を有していたからだ、と固く信ずるようになったのである。そのことを証す
る直接の証明の手立てはないけれども、私自身についてもこれまでの門下生についても同様の確信は
ある。
かつてのように「リテラシー」を涵養するのに個々の努力では間に合わない。ますますの専門化の
流れに敢えて抗して「リテラシー」涵養の機会を制度的に設けておきたい、という強い思いが私には
ある。
「発刊に際して」の結論を急ごう。この書評誌を通して、言わば「ソシオリテラシー派」というも
のの構築をめざしたい。それは決して排外的な「学派」ではなく、異なる知的背景をもったものが大
学院で寄り合い、そしてそこから出でてしっかりとした専門家に育っていくまでの通過点を支える
「知的グループ」の構築をめざすものである。もっとも、志は高くも、足元は幾分心もとないところ
があることを認めざるをえないけれども。
（こうさか・けんじ 大学院 GPプログラム・リーダー）
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